
編集後記　

「人間健康研究科論集」第 6巻を発行する運びとなりました。2018 年の発刊以来、継続的に

研究成果をご報告できることは幸甚の至りです。地道な研究活動を支えてくださっている皆

様、発刊にかかわる学内外の皆様をはじめとした関係者各位のお陰であると思い、改めてお礼

を申し上げます。

今回の２編の原著論文は、学際的かつ実践的、そして国際色豊かな研究内容となっていま

す。まさに、本研究科の特色である、現代社会が直面する課題に真正面から取り組み、解決へ

と導くことをめざし、健康（health）や健幸（well-being）との関係について研究していく姿

勢を反映しているといえます。「低圧環境における長時間運動時の発揮パワーと生理応答」論

文は、低圧環境における長時間運動負荷による発揮パワー、及び呼吸・循環器系機能、体温調

節機能への影響について、常圧環境における同運動負荷と比較するという方法を用いて明らか

にした新規性に富む研究です。今後のアスリートのパフォーマンス向上に応用できる実践的な

研究であり、さらなる発展が期待できます。

「中国・内モンゴル自治区における寄宿生の教育問題」論文は、家族から離れて暮らすこと

が、親への愛着などの社会的絆、学業等に関連することを示唆した研究成果です。昨今、逆境

的小児期体験（Adverse	 Childhood	 Experience:	 ACE）が、成人期以降の心身の健康に影響を

およぼすという疫学研究が世界各国から報告されており、本研究は、中国・内モンゴル自治区

におけるエビデンスとして、この世界的潮流に貢献できる内容ではないでしょうか。

今なお続く新型コロナウイルス感染症の蔓延により、研究方法の制限は継続していますが、

一方で、新たな研究方法や研究テーマなどの発見もあり、院生らの研究内容は着実に充実した

ものになってきているように思います。ピンチをチャンスととらえ、柔軟な思考をもって研究

が着実に遂行され、この「人間健康研究科論集」でご報告できることを編集委員一同、心より

期待しています。

植田紀美子（編集委員）
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